


























このような疑問に対して，La Porta et al.（2002）を嚆矢に，様々な研究が行われてき








与えたかを分析した研究も行われている（Bonaccorsi and Hardy（2005），Nakane 























3 ）もちろん例外も存在する。例えば Andrianova et al.（2012）は，官僚の質を考慮した場合，
必ずしも公的金融機関が経済に悪影響をもたらすとは限らないという結論を示している。
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